
府中市都市景観賞

まちづくり活動部門



まちづくり活動部門の位置



府中がい線のわさび田を再現して
子供たちに昔の風景を伝える活動1

活動場所：白糸台６丁目
受賞者：府中市立南白糸台小学校

・昭和３０年代ごろまでの「ハ
ケ下からの湧水が小川となっ
て流れ、わさびが作られてい
たという景色」を子供たちに伝
えるために、南白糸台小学校
のＰＴＡ・地域住民・卒業生・教
職員・児童が協力して「せせら
ぎ広場」を小学校の敷地に建
設した。

・せせらぎ運営協議会を結成
し、せせらぎ広場を舞台とした
学習活動を進めている。

・学校の敷地という限られた空
間であるが、府中がい線の原
風景を再現し、次世代に伝え
る活動を進めている点を評価
した。

（選考委員コメント）



れんげまつりを開催して
農地やレンゲの風景を残す活動2

活動場所：押立町・小柳町・南町・四谷・日新町
受賞者：府中かんきょう市民の会

・市内で年々少なくなる農地
のある景観を残すために、
府中かんきょう市民の会は、
毎年春にれんげまつりを開
催している。

・伝統遊びや自然に親しめ
るイベントが盛りだくさんで
毎年多くの参加者が集まる。

・農地は府中の原風景を構
成する大切な要素であり、
次世代にそのよさを引き継
ぐ活動は、都市景観形成の
面からも高く評価できる。

（選考委員コメント）



市民に農業体験の機会を
提供する活動3

活動場所：押立町２丁目
受賞者：市村文雄

・農業を通して、土に
ふれる楽しさを味わっ
てもらう「体験農園」は、
市民に農業の大切さ
を伝え、府中の原風景
である農地のある景観
を守る点で高く評価で
きる。

（選考委員コメント）



府中町の住宅地や公園の緑化活動4
活動場所：府中町２丁目
受賞者：府中町グリーンシティモデル地区

・府中公園の花壇部分
と各戸の道路沿いの
部分に植栽している。

・道を通る人がやすら
ぎと楽しみの感じられ
る景観を育てている点
で、住宅地の景観形
成に対して貢献してい
る。

（選考委員コメント）



とよぼり用水を利用した池と田んぼ
を通して環境教育を行う活動5

活動場所：矢崎町４丁目
受賞者：府中市立矢崎小学校

・矢崎小学校のＰＴＡ、地
域住民・教職員・児童が協
力して小学校の南側を流
れるとよぼり用水を利用し
て、校庭に池と田んぼを
作った。

・池ではメダカや水生植物
を育てて観察し、田んぼで
は古代米を栽培している。

・子供たちが自然とふれあ
う機会を提供する場を整
備することは、景観形成の
基礎をつくるうえで重要で
ある。

（選考委員コメント）



西原町の住宅地や公園の緑化活動6
活動場所：西原町２・３・４丁目
受賞者：府中西部地区生活会議

・富士見公園、西原町東
公園、スポットパークのま
わりの植栽や管理を行う
とともに、沿道住民が協
力して塀をセットバックさ
せプランターを配置し、
「花の道」をつくっている。

・道を通る人がやすらぎ
と楽しみの感じられる景
観を育てている点で、住
宅地の景観形成に貢献
している。

（選考委員コメント）



四谷の用水路の清掃・緑化活動7
活動場所：四谷２丁目
受賞者：小木曽沙岐

・自宅の裏側に流れる用
水路を清掃するとともに、
石などを使って水の流れ
を浄化し、沿道に草花を
植栽している個人の活動
である。

・不法投棄場所と化して
いた用水路沿いの景観
を守り、道行く人に潤いと
やすらぎを与える景観を
創り出している点で高く
評価できる。

（選考委員コメント）



府中がい線、府中用水の清掃活動8
活動場所：日新町
受賞者：松村弥十郎

・府中用水、府中がい線
や市川緑道などの清掃、
湧水を中心とした池の周
囲の生き物の保護を、毎
朝２０年近く続けている
個人の活動である。

・府中市の景観の骨格を
形成する府中がい線の
自然景観を守る点で、都
市景観形成の面からも
高く評価できる。

（選考委員コメント）



府中がい線、市川緑道の
環境美化・自然保護活動9

活動場所：日新町１丁目付近
受賞者：田中正仁・香代子

・府中がい線、市川緑
道の清掃を毎日続け、
がい線の湧水量や野
鳥の観察記録、がい
線の手入れなどにも
取り組んでいる。

・府中市の景観の骨格
となる府中がい線の自
然景観を守る点で、都
市景観形成の面から
も高く評価できる。

（選考委員コメント）



まち歩きやシンポジウムを通じて
景観の大切さを知らせる活動10

活動場所：府中市全域
受賞者：府中建築文化フォーラム

・府中建築文化フォーラ
ムは、市内在住・在勤の
まちづくり分野の専門家
で構成され、市民参加の
まち歩き・マップづくりの
実施、まちづくりに関する
シンポジウムの開催等を
進めてきた。

・都市景観に関する意識
の啓発を進めている点で、
高く評価できる。

（選考委員コメント）


